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新座キ䝱䞁パス AVサポ䞊ト 

 

1. ᴫせ 

2022 年㸲᭶は大学のά動制㝈指㔪がレベル㸯でスタートし、基ᮏⓗには授ᴗは対㠃

型が推奨された。ただし、入国できない␃学⏕や㓄慮をせする学⏕への対応は必㡲で

あったため、ミックス型の対応が必せとなり、ᩍ室でのᶵ器サポートᩘは前年度を大

きく上回った。 

ミックス型は授ᴗのみならず、オリエンテーションの一㐃の⾜事をはじめ、各✀Ⓨ

⾲会や会㆟➼、幅広く利⏝されることとなり、ᵝ々な場所、≧ἣでのサポートに展㛤

していった。 

 

2. 利⏝≧ἣ 

(1). AVᶵ器㈚し出し≧ἣ 

㈚し出し⥲ᩘでは対㠃型が推奨されたこともあって、前年度よりも 570 件㏆く

増加した。ミックス型が多かったため、Webカメラと三⬮のセット、ḟいでスピー

カーフォンの利⏝が多かった。一᪉対㠃型が増えたため、ヘッドセットの㈚し出

しはῶ少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2㸸ᶵ器別㈚し出しᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 図 1㸸ᶵ器㈚し出しᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

⾲ 1㸸ᶵ器別㈚し出しᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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(2). サポート≧ἣ 

① ⥲合 

サポートはすべての㡯┠で前年度を大きく上回り、コロナ前㸦2019 年㸧と

ほぼ同じぐらいになった。 

対㠃及びミックス型のサポートで、前年度のほぼ倍のサポートᩘであった。

対㠃型とミックス型はほぼ同じぐらいのᩘであった。 

 

 

 

 

 

 

  

⾲ 2㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 3㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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② ᭶別 

᭶別では年度㛤始の㸲᭶が圧倒ⓗに多く、㸲᭶だけで 212件と全体の 23㸣

を占めた。はじめてミックス型に取り⤌むᩍ員が多かった他、オリエンテー

ションの一㐃の⾜事もすべてミックス型となったためである。 

㸳᭶以㝆のᶵ器サポートは、例年であれば㸲᭶とẚ㍑して㸳分の㸯以下に

ῶ少するのだが、2022年度は᭶ 100 件を㉸えるサポートが᫓学ᮇ中⥆いた。

これはミックス型に不安のあるᩍ員からẖ授ᴗサポートを依㢗されたこと

や、オンラインでゲストを呼んだり、ᴦ器の⏕₇奏をミックス型でも㓄信し

たりと授ᴗでのミックス型のά⏝のバリエーションが増えたことによる。 

⛅学ᮇ㛤始の㸷᭶も 10 ᪥㛫ほどの㛫に 80 件と᫓学ᮇに㏕る勢いであった

が、10 ᭶以㝆はⴠち╔いた。᫓学ᮇにẚべて⾜事がなかったことに加え、᪂

任のᩍ員が少なかったこと、ᩍ員がᶵ器の操作に慣れてきたことによる。 

2022 年度はᶵ器の使⏝ㄝ᫂やタ⨨➼のサポートが増えたのと同᫬に、ᶵ器

トラブルも多かった。全体ⓗに᪂座キャンパスのᶵ器は⤒年劣化がぢられる

が、コロナ⚝の㸱年㛫で改修が㐍まなかったことで、プロジェクターをはじ

めとするᶵ器のᨾ㞀が┠❧った。≉に㸳᭶㸴᭶は 40件以上とᶵ器のトラブル

件ᩘが多かった。また、学⏕もᩍ員も前年度までのオンライン授ᴗで PCのᾮ

ᬗ⏬㠃に┠が慣れていたため、ᩍ室の古いプロジェクターで投影された⏬像

の不㩭᫂さが㝿❧ってぢえ、投影⏬像がぢえにくいとのクレームも多く寄せ

られた。 
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⾲ 3㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦᭶別・㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 4㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦᭶別・㸱ᮇẚ㍑㸧 
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③ ᩍ室 AVタイプ別 

ᩍ室 AVタイプ別では操作卓のサポートが前年より⣙ 400件増加の 598件と

全体の 63㸣で、ḟに AVラックが⣙ 30件増加の 253件で 27㸣、この㸰つで全

体の 90㸣以上を占めた。 

操作卓はᩍ室全体の⣙ 19㸣㸦17室㸧であるが、Zoomのタ定や㈨ᩱの共᭷に

はサポートがほぼ必せであった。操作卓ᩍ室ではᩍ室マイクでオンラインの

学⏕にも㡢声を届け、スピーカーからオンラインの学⏕の声を⫈くことがで

きる。また、ブルーレイなどの動⏬や OHC の⏬像もオンラインに共᭷でき、

ᩍ室カメラのある N8B1 や N852 ᩍ室では㯮ᯈも共᭷できるᶵ⬟があるが、ᩍ

員が一人で操作を⾜うことが㞴しく、サポートが必㡲であった。さらに TAな

どの⿵助がなければミックス型は㞴しい≧態であった。 

一᪉ AVラック型ᩍ室は全体の⣙ 57㸣㸦51室㸧を占めるが、サポートは 27㸣

に␃まった。操作卓にẚべてᶵ⬟は少ないながら、利⏝⪅にはスピーカーフォ

ンと webカメラだけのᵓ成がシンプルで⌮ゎしやすかったと思われる。 

 

 

 

 

 

⾲ 4㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦ᩍ室 AVタイプ別㸧 

図 5㸸サポート内容別サポート件ᩘ㸦ᩍ室 AVタイプ別㸧 
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⾲ 5㸸ᩍ室 AVタイプ内ヂ 

⾲ 6㸸ᩍ室 AVタイプ別サポート割合 

図 6㸸ᩍ室 AVタイプ別サポート割合 
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④ ᶵ器別 

対㠃になったことにより、プロジェクターはもちろん、マイク、Zoom、PC

と、いずれもミックス型のサポートのᶵ器が多いのが㢧ⴭであった。 

≉に PC に㛵しては 918 件と前年度の㸰倍になった。その中でも㓄信⏝ PC

㸦操作卓㸧と常タ PC㸦操作卓以外のᩍ室㸧は 668件と前年度の 2.3倍以上で

あった。また、持ち㎸み PCは 118件と㸱倍に増えたのも≉徴ⓗであった。こ

れはコロナ⚝に⮬宅でオンライン授ᴗをするためにノート PCを᪂たに㉎入し

たᩍ員が多かったためである。 

持ち㎸み PC の増加により、常タの㓄信⏝ PC に接⥆しているケーブルやス

クリーンに投影するための HDMI ケーブルを持ち㎸み PC に差し᭰えた後、元

に戻されないケースが多く、ḟの授ᴗに差し支えることが㢖Ⓨした。 

᭦に持ち㎸み PCの場合は㡢声がᩍ室から拡声できないケースも多くぢ受け

られた。HDMI 接⥆した場合の PC の㡢声出力タ定ができていなかったり、AV

ラックではオーディオアンプの㟁※スイッチが OFF にされていたりすること

が原因であった。 

マスクが必㡲であることから、マイクの利⏝は 626 件と㸲倍の利⏝となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾲ 7㸸ᶵ器別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 7㸸ᶵ器別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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⾲ 8㸸PC別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 8㸸PC別サポート件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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⑤ ᶵ器トラブル 

ᩍ室利⏝がほぼコロナ前に戻り、ᶵ器利⏝の増加から、ᶵ器トラブルが増

加した。≉に⤒年劣化のⴭしいプロジェクターやマイクのトラブルが多かった。 

またミックス型の増加により、PC㛵㐃のトラブルも増加した。 

プロジェクターに㛵しては、N121 ᩍ室は᫖年から㸱台のうち㸯台のサブプ

ロジェクターが全く㉳動しなくなっていた。メーカーのサービスは⤊了して

いて修⌮が不可⬟であったため、㸰台での㐠⏝を⾜っていたが、そのうちも

う㸯台のサブプロジェクターも㉳動しなくなり、᫓学ᮇはメインのみでの㐠

⏝となっていた。夏に改修工事を⾜い、⛅学ᮇは㸱㠃での利⏝が復άした。 

また N422、N423、N424、N432、N433、N434ᩍ室は⤒年劣化の上、ᩍ室の❆

が大きくとられているので、ブラインドを㛢めただけではスクリーンに⏬像

はⓑっぽく不㩭᫂にしかᫎらず、たびたびクレームを受けていた。こちらも

夏工事により改善した。 

しかし上㏙のᩍ室の改修により、他の改修が㐍んでいないᩍ室で、改修し

たᩍ室とẚ㍑して不㩭᫂であるとのクレームが増加することとなった。 

≉にN824ᩍ室など㸶号㤋にタ⨨されている PT-FW300㸦Panasonic㸧のクレー

ムが多く、モバイルのプロジェクターをタ⨨する対応を⾜った。 

 

 
 

 

 

 

⾲ 9㸸トラブル内容別件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 9㸸トラブル内容別件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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⾲ 10㸸ᶵ器別トラブル件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 10㸸ᶵ器別トラブル件ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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(3). ダビング 

ダビング⥲ᩘは前年度よりそれほど増えたわけではないが、これまでのDVDディ

スクへのダビングからデータの⦅㞟や変換へと大きく変化した。オンラインやミ

ックス型が増えたことにより、PC でデータの共᭷ができる形式が必せとなったた

め、Zoom で㘓⏬したデータや、ᩍ室カメラで中⥅㘓⏬したデータの依㢗㒊分をカ

ットする➼の⦅㞟や、授ᴗに使⏝するコンテンツのmp4への変換が大半であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾲ 11㸸ダビング作成ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 

図 11㸸ダビング作成ᩘ㸦㸱ᮇẚ㍑㸧 
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(4). 2022年度にサポートを⾜った主な⾜事 

オリエンテーション㸦ㄝ᫂会㸧やガイダンス、懇ㄯ会➼のイベントもミックス

型での㛤催が半ᩘ以上を占めた。 

᪂座ではこれまであまりイベントは㛤催されてこなかったが、ミックス型で㓄

信が可⬟になったことで、᪂座でのイベント㛤催が増えた。 

 

 
 

  

⾲ 12㸸サポートを⾜った主な⾜事一ぴ㸦前ᮇ㸧 
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⾲ 13㸸サポートを⾜った主な⾜事一ぴ㸦後ᮇ㸧 
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3. 2022年度のまとめ 

ụ⿄・᪂座ともに、対㠃授ᴗの復άにより、ᩍ室利⏝が増えたことで 2022年度はᶵ

器トラブルが多くⓎ⏕した。 

また、2021 年度から始まったミックス型㐠⏝が 2022 年は᭦に増加し、サポート依

㢗も増えた。授ᴗだけでなくイベントでもミックス型で㛤催されることが主ὶになり、

᪂座ではこれまでミックス型のイベントの㛤催が多くなかったため、担当⪅との打ち

合わせやリハーサルのサポート回ᩘが増加した。 

また、サポート内容もᴦ器₇奏をミックス型で⏕㓄信する➼、᪂座ならではのユニー

クな対応も必せであった。 

今後もイベントや授ᴗにおいてミックス型がスタンダードとなっていきそうである。

より利⏝しやすい⎔境をᩚえるためにも、ᶵ器の改修が急がれるとともに、サポート

側の▱㆑の᭦なるブラッシュアップと応⏝力を☻いていきたい。 

 


